









































































































4. 1 伝聞のモダリティ表現「トイウコトダ 1」
では以下、井上(1983)の伝聞のモダリティ表現「トイウ」に対応する「トイウコトダ」、
拙稿(1998)B類（物語再現）、 C類（推論結果の説明）に対応する「トイウコトダ」を順

























































(15) 田中さんがあなたによろしくということです。（益岡・田窪 (1992: 131)) 




































































































































































トイウコトダ 1 トイウコトダ 2 トイウコトダ 3
引用部の情 発話者が自分以外の情 発話者自身が情報源と 先行文脈から発話者が
報の性質 報源から得た情報 なっている情報 導いた推論
「トイウコト 情報のソースをマーク 談話の総体がスコープ 推論を表示する部分の






「トイウコト ニュースなど、書き言 ナレーション的にエピ 自分の意見を説明する
ダ」が使わ 葉原稿を基に報告する ソードを披露する際や、 際や、先行文脈から導






談話の中で 引用部の情報の真偽は 過去に自分が体験した 「ワケダ」等のモダリテ
の機能と効 問題にせず、単に第三 りして得た情報を、叙 ィと同様の説明の機










その他の統 疑問文・否定文は作れ 同左。また、引用部の スコープの及ぶ範囲が
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